
一万人目の男 
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11人の男が入る 
なり家は 
戸をしめて 


w^ 


よぅに 

動きだした 








再ひドアか 
開かれた 
ときには 
二人は下藩 
にいたる 
まて家の 
養分として 
完全に 
吸収され 
ていた 
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それは農家と寸分 
違わなかつた…… 
ワラはどぅ 
みてもワラ 
であり 
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しかしそれは巧妙な凝体にすぎなかつた 
彼は動物でも植物でもない…… 

人間を捕食する頭のよい生物だつた 
おそらくこの地上が生存の条件に 適した 
ために発生したものであろう 


数力月たつと頭の 
ょい彼は少しずつ 
場所を移動し 
ょり多く捕食できる. 
つまり人間に快感を 
あたえる形態へと 
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とるとさらに ^ 
多くの養分を とる ため 
一階から二階へと 
成長するのであつた 
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おいあのバラ色 
の家どぅだい L 


一 ^ 


I 


99 ^ 

^ff— 


l_IS 


一一 Hi_ln__nml 


おいこの窓 
あかねえじや 
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やかて彼はアパ| 
へと成長した 
自体が生物である 
から室内は完全な 
冷暖房つきだった 


交通は 
不便だけ 
どな 


三曼で ノ 
五千円なんて 

/ やりきれ 
\ ませんわ 




彼は I 年後には 
一万人収容できる 
巨大なマンション 
になつた 



































匪 


H 












j 


M 




r 跃め 
しァのっ 
まが 

つ自 

た動 
わ的 
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この二作は、おとな マン ガ誌に最近発表したものです が、 ぜひ「ガ ロ」 の読者の方々にも読んで いた 
だきたいと思つて、ここに再録してもらいました。ご批判いただければ幸いです。（水木しげる） 


安心しろ 
すべて 

才—トメーシヨン 
なんだよ A 


彼はますます繁殖 
するだろぅ 
貧乏人に住宅をぁ 
たえないといぅ 
政府の政策がこ 
の生物の繁殖に適 
しているのだ 
最近ではさまざま 
な形に分散し 
日本中いたるとこ 
ろに繁茂し誇大 
広告でつつたりし 
て住宅に困つて 
いる人を食い もの 
にして繁殖をつづ 
けている：：…： 

完 





































